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  経済学と AIの領域に足跡を残したサイモン(Simon (2019))は、最適化ではなく限定合理性

と満足化(satisficing)を主張したことで知られるが、本テーマに直接関係するのは、彼の複雑

なシステムには共通点があるという考え方であり、それは前報告で示した世界像と重なる。 

サイモンは、コンピュータなどの人工物を主たる対象として議論した上で、人工物はその

内部環境とその人工物が配置される外部環境とのインターフェースに要約できるとし、そ

のことは生命体にも適用できるとする。マルコフ・ブランケットの発想と同じである。 

また、複雑なシステムの共通点として階層構造を挙げる。階層構造は hierarchy と呼ばれ

るが、特定の司令塔に下位のものが従属するという意味ではないと明確に述べているので、

ディープラーニング等 AI最先端にも繰り返し現れるレイヤー構造と同じものである。 

これを踏まえて、ホランド(Holland (2014))は、階層構造に現れる非線形的な相互作用であ

るエマージェンスが複雑なシステムの共通点だとする。複雑なシステムの一類型である複

雑で適応的なシステム(CAS)は、構成する主体が固定されず、他の主体との相互作用から学

習し適応するシステムであり、経済学が対象とするシステムと同じ特徴を持つ。CAS では、

主体の組み合わせが新たな主体を生み、それにより一つ上位のレイヤーが立ち現れる。CAS

において主体となる条件は、内部に深い構造をもち、当座の外部からのシグナルだけに左右

されず、外部をモデル化してシミュレーションを行う能力を持つことである。フリストンら

のアプローチと同じだ。エマージェンスは加法的ではないインタラクションの積み重ねな

ので、そのトータルなパフォーマンスは予測できない。にも関わらずより複雑なシステムへ

と進化するのは、主体が各々相手の出方に対応して既存のコンポーネントの新たな組み合

わせを試すからであり、これは進化的ゲーム理論にはない視点を提供する。 

アンダーソンは、基礎的な法則だけでは宇宙の様々な事象を再現できず、それゆえ科学は

素粒子物理学から社会科学に至る階層的な秩序をなすとした。これに基づけば、伝統的な経

済学は経済というレイヤーだけに着目して見出されるパターンをモデル化して記述したも

のである。しかし、そのレイヤーと他のレイヤーとの関係性を記述しようとすると、伝統的

なアプローチは適切ではなく、複雑なシステムの全体を記述することが必要になる。サイモ

ンは人間の意思決定を深く掘り下げた結果、(「限定的合理性」という語感とは逆に)経済の

レイヤーに限定されない包括的な枠組みに立ち至ったのである。そしてその複雑な相互作

用の結果現れるパターン認識をヒューリスティックと呼んだと考えられる。 

 こうした問いがなぜいま重要なのか。それは階層構造をもちパターン認識を行う AIを含

むデジタル技術が経済社会に広く実装され、それを前提に主体が行動するからである。 

 アダム・スミス以来の分業の考え方は、完成品(ピン)が先にあって、それをどう製造工程



に分解するかというトップダウンのアプローチである。コンピュータ産業を例にモジュー

ル化を予見した論考(Baldwin, Clark (2000))も、企業内分業か企業間分業かという差はあるが、

この点は同じだ。しかし、現代的に分業を検討するのであれば、既存システムの組み合わせ

で新たなシステムとパターンができ、それが新たなレイヤーのエマージェンスにつながる

という、階層構造の視点が欠かせない。例えば、デジタルプラットフォーマーに関する競争

政策的な評価には、進化的経路を仮定したときにそれを阻害するか否かの検討が必要にな

っているが、それにはまず経済・産業を階層構造で記述・分析しなければならないはずだ。 

また、階層構造的アプローチは、主体が価格以外のデータも活用して適応する過程と、主

体間の相互作用をもとに、制度等の進化を含んだ形で競争を表現できる可能性がある。さら

に階層構造のもとでの経済主体は、マルコフ・ブランケット的な主体、つまり予測誤差を減

らすためにデータの収集や外部環境への働きかけを行なっている主体として捉えることが

適切である。そう捉えることで、経済を固定された境界を持つ主体の間の取引関係としてで

はなく、その境界の変更(オープンイノベーションやデータ連携)のプロセスをも記述しうる。

また、能動的推論では、当面の環境に対して予測モデルを最適化するだけでなく、環境変化

に備えて異なる環境を試すことも必要とされる。経営学の「両利きの経営」で深化と探索の

二つが必要とされる根拠にもつながるものだ。(オライリー・タッシュマン(2019)) 

 なお、サイモンも最小化等の用語を用いるが、それはその主体から見たときの局所的な経

路選択に関する目標変数としてであり、グローバルな合理性や最適性を前提にしない。各主

体が局所的な観点から持ちうる計算能力を動員して進路選択を行い、それが相互作用を通

じて複雑性の増大と淘汰という意味での進化を生むという、ハイエク的な考え方である。 

 サイモンの議論にも今日的に見れば限界があった。意味空間的なものも意識はしたが、中

心は記号ルールや統辞法の分析だった。現代の AIは、画像認識でまず成果をあげ、その延

長線上に自然言語処理を発達させている。その際、統辞法とは区別された意味空間を設定

し、二つを行き来して言語を学習させている。また、近年の発達心理学(Gopnik, Wellman 

(2012))では、幼児はフレームと呼ばれる言語以前の枠組みをまず学習することで、言語能力

を有効に習得しているとされる。その実証研究に使われるのは機械学習モデルである。 
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